

































同「固定資本の集中的補填J Ii経済学論究J (関西学院大)33巻 4号. 1979年。
同「拡大再生産における固定資本の補墳について」同誌. 38巻 3号. 1984年。
大島雄一「固定資本の再生産と「均衡発展径路」一一競争概念としての組苔柏率の
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1，0001+ 1，000Z+ 1，000 V + 1，000 M = 4，000 W 
800 R + 200 (D-R ) 
ここで 200(D-R)は期首の有機的構成に等しく支出され，また蓄積率 (Mc
十 MvjM) を50%とすれば次期の期首の資本量は次のようになる。
9 ，800F + 167 L1F + 417 MF + 1 ，OOOZ + 17 L1Z + 42Mz十 1，000 V + 17 L1 V 











F F F 1 (1) 
H -F+Z+ V-
F( 1 +上1{1+上 )(1+」ー)(1十+)
ω α ψ U  
同様にして
Z 1 


















.dZ=(D-R)---- 十 1亘 U











d Z = J  U (8) 
これと(6)より v=がが導出できる。同様にして， ω=u*も導出される。







(D -R ) IP----=l'-----: (D-R)IZ111  






(D-R)IP---1 --:;-ニ (D-R)IZ---1 u'* -1  (9) 
( 1 +ゆ)(1+す (1 +す)( 1 +才)
u"本
(D-R)g -i -= (D -R )I111(10)  
1+ α (  1 +す)(l+17) 
ここで，〆 a"はI部門の固定・流動不変資本比率 u川は u"のIF部門
との関連よりみた最小値である。
















きずあるとぱょう。もちろん，それでも， u'* ~ u'豆 (1+す)(HJー)， 
f 孟 u"孟 (1+よ)( 1 十~)， という範囲内で， u'， u" は決定される。
vα  


























ければならない関係上， αT.fではなく αT.Fニ 10α.fが必要てーあるから， αの値が高く
なるにともない，労働手段と原材料に対する(拡大のための)需要はI:rではなく
F: r= 101: rの比で増大する J (②70-71ページ )0rそれは，IF部門では，T.cF( T.f 
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ここでも IF部門でまず考える。 Uの値が 1以上であれば，L1F + L1Z + L1V 
- (D-R)は剰余価値分に喰い込むことになる。つまりその年度の蓄積分






JF + JZ + J V - (D -R) = (u -1 ) [D -RJ 
である。純蓄積率は，
Mト+Mz+MvM-{JF+JZ十 JV -(D -R )} -MK 
M M 
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にIF部門を考察するとき，別の条件を考慮する必要がある O すなわち uが
小さい場合で，R+LJF+MFがDを上廻らない，つまり Kt+1= Rt + LJFt + MFt 
くKtであっても(以下，添字によって年度をあらわす)， Kt+l> Kt-m=凡で















の範囲内に，LJFt+MFt が存在すれば，…・・・ 2三 Ft+1~主 Ft 孟 Ft-l~ ……となるの
で将来のDくRは全く生じないことになる。(ただし M!tはその年度でuが
最大値をとったときのMFtである)。









註(8) なお Dt+1;三Dtであれば将来時点でR>Dが生じるが，その場合は MFsとMんとは
等しくないことになる。つまり MFSの一部が (R-D)の穴埋めに充当される必要が
あるからである。そのとき Mんより小さくなった MFSに対応して，Mム<λ1zg および
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るいは長期不況を考える場合は. (5)および(11)の和集合において M を考えるべきであろ
つ。
